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Contribution of Postgraduate Education in Nursing
Toward Restoring Career Identity
― A proposal for effective continuing education ―
Kazuko KATO
Abstract：There are few studies on career identity crisis in nursing focusing on the 
process of nursing practice.
This study explores the educational effectiveness of group work and factors in restoring ca-
reer identity in a continuing education class designed for self evaluation of the students' 
nursing practice.  The process of transformation of an attendee (a student) is analyzed 
through reports that were written in the class work.
Key Words：career identity, group work, self evaluation, restoring continuing education
　山形県立保健医療大学　保健医療学部　看護学科　
　　〒 990-2212　山形市上柳 260
　Department of Nursing, Yamagata Prefectural University
　of Health Sciences























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 参 考 文 献
 1 ） Ann Ewens：Changes in nursing identities sup-
porting a successful transition，Journal of  Nursing 
Management，11 （4）：224，2003．
 2 ）  水野節夫：事例分析への挑戦，東京，東信堂，
pp.91-107，2000.




 4）  佐伯胖：「学ぶ」ということの意味，東京，岩
波書店，pp.174-182，2002．
 5）  Donald Schon （佐藤学訳）：専門家の知恵―
反省的実践家は行為しながら考える―，東京，
ゆみる出版，2001．
 6）  Margarel Lunney（小笠原知枝他訳）：看護診断
の正確性の検証，東京　ブレーン出版，pp.3-40，
2002．




 8）  梶田叡一：自己認識自己概念の教育，京都，
ミネルヴァ書房，pp.3-46，1987
 9）  Лев Cмeнович Выготский（柴田
義松　訳）：“新訳版・思考と言語”，東京，新読
書社，pp.446-448，2001．
　― 2004． 10． 8． 受稿，2004． 11． 1． 受理 ―
加藤和子：看護卒後教育におけるキャリア・アイデンティティの再構築
― １１ ―
 要 旨
　近年医療現場では，ナースが自らの仕事の意義や自分の価値を見出すことができ
にくくなってきている。
　こうしたナースのキャリア・アイデンティティ・クライシス１）について，看護者
自身の看護実践過程に着目した研究は少ない。
　本稿では，日本看護協会看護研修学校における「看護実践評価」という科目でグ
ループワークを通して学生が変革していった過程を，過去の学生のレポートを分析
することにより，その教育効果と再度のアイデンティティ構築に至った要因を明ら
かにし，ナースがキャリア・アイデンティティを獲得するための方策を卒後教育の
視点で考察した。
　看護実践評価の教育方法であるグループワークでは，これまでの自己の無意識の
人間関係や考え方が再現されることになり，当初矛盾（ダブルバインド）を起こす。メ
ンバーからの指摘により，その後に自分のこれまでの看護の視点の転換が起こり看
護者としての自己の有り様に気づかされる。切磋琢磨しあう学習により自ら変革を
起こし，新たな看護アイデンティティが形成される。このことから卒後教育として
実施された看護実践評価は，現場で働くナースたちの現任教育のモデルとして活用
できる。
